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例  言

1 本書は、長野県上田市における各種開発事業に伴う平成 12年度市内遺跡発掘調査報

告書である。

2 調査は国庫補助事業・県費補助事業として、上田市 (上田市教育委員会事務局生涯学

習課)が実施 した。

3 現地調査は土田市教育委員会事務局職員があたり、各調査ごとにその氏名を記した。

4 現地調査には主としてバックホーによるトレンチ調査で行つた。バツクホーの賃貸

借・運転については、竹内和好が行つた。

5 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。

6 本調査にあたり、開発施工主・担当課には調査実施にかかる調整等、格段の御協力を

いただいた。記して感謝する。

7 本調査に係る事務局の体制は、以下のとおりである。

教  育  長  我妻 忠夫

教 育 次 長  内藤 政貝J

生涯学習課長  塩野崎利英

文化財 係 長  細り|1修

文 化 財 係  平林裕蔵  中沢徳士  塩崎幸夫  久保田敦子  小笠原正

8 本書に係る作業は、以下のとおりの体制で行つた。

現 地 調 査  中沢、久保田、小笠原、古野明子、須斉智恵子、池田育子、塩

川美代子、塩沢むつき、上原信治、滝沢七郎、柳沢仁美、山浦光

遺構遺物写真  中沢、久保田、小笠原、古野

遺物整理作業  大塚夏江、上原祐子、中沢靖子、佐藤弘子

執 筆 ・ 編 集  中沢、久保田、小笠原
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常入遺跡群

査 地 上田市常入一丁目
因 共同住宅建設

発 面 積 962〆

査 日 平成 12年 4月 3日
査 方 法 幅約 lmの トレンチを 3本入れる。
査担当者 小笠原 正

遺跡の位置と経過

常入遺跡群は、信州大学繊維学部の敷地から常田池南方にかけての広範囲にわたる遺跡であ

る。一帯では以前から弥生時代後期から平安時代にわたる遺物が出上してお り、信州大学繊維

学部構内では平成 8年。11年の調査によって 40棟の竪穴住居跡と共に多量の箱清水式土器が発
見されている。今回の試掘調査地点は本遺跡群の南端にあたる。

平成 12年 2月 に事業主から共同住宅建設を行うとの連絡があつたため、試掘調査を実施した。

調査結果

住宅建設予定地内に東西方向の トレンチ 3本を入れ、遺構 。遺物の確認を行つた。その結果、
Tr01・ Tr02では遺構・遺物ともに確認されなかった。Tr03では西端で溝状遺構らしい黒褐色土
の陥ち込みが南北方向で残存しているのを確認した。広がりを把握するため周囲の表土を除去

したが遺物の出土はなく、時代を特定するに至らなかった。なお、Tr02・ Tr03部分は駐車場用
地となることから、溝跡には工事による影響はないことを確認し、工事を実施 した。

土層柱状図

1表土
2溶脱層
3暗灰色粘質土
4暗灰色粘質土 (黄褐色・赤褐色の風化礫を含む)
5黄褐色土
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常入遺跡群調査地点位置図
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染屋台条里水田跡遺跡 (1)

1 調 査 地 上田市大字一本木 848ほか
2 原   因 共同住宅新築工事
3 開 発 面積 2,900ざ
4 調 査 日 平成 12年 5月 2・ 3日
5 調 査 方 法 中冨約 lmの トレンチを4本入れる
6 調査担当者 久保田敦子

遺跡の環境と経過

本遺跡は、上田市の東北部の染屋台と呼ばれる平坦面に位置する。この染屋台の面全体が埋

蔵文化財包蔵地として括られており、遺跡が広範囲に及ぶため、調査に際し、字名を遺跡名と

して使用して区別している。水田跡は現在のところ発見されていないが、 5回にわたる「創置

の信濃国府跡」確認調査において各所に建物跡などが確認されている。また、最近では平成 8

年から9年に行つた古城、西之手、上沖遺跡の発掘調査で、弥生、古墳、平安の各時代の遺構

及び遺物が確認されている。

平成 12年 2月 29日付開発事業届が上田市に提出され、現地調査を実施した結果、試掘調
査が必要であると判断し、地権者の承諾を得て調査を実施した。

調査の結果

調査地に4本のトレンチを設定し、0.4バ ツクホーにより掘削して試掘調査を行つた。Tr-01

とTr-03か ら少量の土師器片と打製石鏃が検出された。遺構はどのトレンチからも確認され
なかったため、これらの遺物は他所からの流れ込みと考えられる。この結果、発掘調査の必要

は認められないと判断した。

土層柱状図

Tr-01
GL

I 暗褐色 10YR3/3砂質土 (耕作土)

Ⅱ にぶい黄褐色 10YR5/4粘質土

-23cm   
Ⅲ 暗褐色 10YR3/3粘質土

Ⅳ 褐色 10YR4/4粘質土

-33cm

-42cm

Ⅱ

Ⅲ
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染屋台条理水田遺跡 (1)調査地点位置図
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トレンチー 1

トレンチー2

トレンチー 3
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国分寺周辺遺跡群

上田市大字国分 1245-1ほか

国分ふれあい 。(仮称)国分新駅駅前広場整備事業
3 調 査 方 法 幅約 lmの トレンチを3本入れる
4 調 査 日 平成 12年 5月 11012日 、6月 19日
5 開発 面積 1,700ぷ
6 調査担当者 久保田敦子

遺跡の環境と経過
この遺跡群は、千曲川右岸、国分地籍に位置し、国指定史跡「信濃国分寺跡」と重複、隣接し

ている。前田・浦沖・堀・仁王堂・明神前・西沖の 6遺跡の総称としており、そのうち仁王堂

及び明神前遺跡が「信濃国分寺跡」と重複する。事業地は史跡指定地に東方に隣接する仁王堂遺

跡の一部と浦沖遺跡の範囲内に計画されている。

浦沖遺跡は、昭和 23年に国道 18号線の開設工事中に遺跡が発見され、翌年に発掘調査が行

われた。その結果、縄文中期に属する住居址が確認され、縄文時代中期、弥生時代後期、古墳

時代後期から平安時代の遺物が多量に出土したとされている。また、仁王堂遺跡は、前述の学

術調査で、弥生時代後期、奈良時代、平安時代の遺物が出土し、弥生時代後期から集落が展開

していたことや僧寺廃絶後には新たな集落が構成されていたことが明らかになっている。

しなの鉄道 (仮称)国分新駅駅前広場整備事業計画により、上田市管理課と協議の上、試掘

調査が必要であると判断し、事業地内の移転が完了次第、5月 11012日 と6月 19日の 2回に

わたつて実施した。

調査の結果
5月 11・ 12日、調査地にTr-1か らTr-6の 6本のトレンチを設定し、0.4バ ックホー
により掘削して試掘調査を行つた。この区域は、浦沖地籍にあたる。これらのトレンチから、

縄文土器、弥生土器、土師器及び灰釉陶器等の破片が検出された。遺構は第Ⅲ層の下層から検

出され、どのトレンチからも確認された。この結果、本区画全域に遺跡が存在すると判断し、

トレンチの埋め戻しを行い調査を終了した。

6月 19日 、調査地にTr-7か らTr-9の 3本のトレンチを設定し、0.4バ ックホーによ
り掘削して試掘調査を行つた。この区域は、仁王堂地籍にあたる。これらのトレンチから、須

恵器及び土師器の破片が検出された。遺構は第Ⅲ層の下層から検出され、どのトレンチからも

確認された。この結果、本区画全域に遺跡が存在すると判断し、同日トレンチの埋め戻しを行

い、調査を終了した。
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土層柱状図

CL

133cm

162cm

176cm

190cm

GL

37cm

77cm

102cm

11 7cm

Ｉ

Ⅱ

ⅡＩａ
Ⅲｂ

Ⅳ

Ｖａ
Ｖｂ

Ｖｃ
Ｖｄ

Ⅵ

灰褐 10YR5/2色砂質土 (耕作土)
褐7.5YR4/4。 4/5色砂質土
黒褐 10YR3/2色砂質土 (遺物包含層)
黒褐 10YR2/3～ 3/2色砂質土 (遺物包含層)
黒褐～暗褐7.5YR2/2～ 2/3 YR色砂質土 (遺構検出面)
黒褐 10YR3/1色砂質土 (盛土)
黒褐 10YR2/2色砂質土 (盛土)
砕石 (盛土 )

褐 10YR4/4色砂質土 (盛土)
オリーブ黒5Y3/1色粘質土 (耕作土)

Tr-05

Vc

Vd

Ⅵ

!‖ a

‖ b

Ⅳ

Tr-07
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国分寺周辺遺跡群調査地点位置図

-10-



トレンチー 1

トレンチー2

トレンチー 3
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史跡信濃国分寺跡(国分周辺遺跡群)

上田市大字国分字仁王堂 1027 国分寺境内
参詣者休息施設建設

60ポ

平成 12年 7月 31日 .8月 7日 (調査 )、 9月 1日 (埋め戻し)
開発区域仝面の表土を除き、遺構を検出する。

中沢徳士

遺跡の環境と経過

史跡信濃国分寺跡は、奈良時代の信濃国分寺域と、周囲の現国分寺や国分神社、下堀神社を
包括する形で、55,CX10ぷが指定されている。

現国分寺は、八日堂ともいわれ、その創建は、信濃国分寺が廃絶したと推定される平安時代
中期からほど遠くない時期と考えられているが、文献でも考古学的研究でも、その実証はされ
ていない。現国分寺に残る二重塔は、室町時代の様式を伝えているので、遅 くともこの時期に
は現在の伽藍の原型が構築されていたと考えられる。

今回、この現国分寺境内の西側に参詣者の休息施設を建設する現状変更申請により、事前に

発掘調査を実施することとなった。

調査の結果

調査は、遺構の現状保存を目的とした。しかし、かつてこの周辺で行われた調査の結果を見
ると、遺構の検出面が必ずしも明らかでなく、トレンチではその把握が困難と予想されたため、
あえて建築敷地の表土を全面にわたって除き、遺構検出面を明らかにすることとした。
調査の結果、地表面から80 cmの 、橙色砂礫混弱粘質土層の上にビット群などの遺構が確認さ
れた。検出された遺構は、現状保存を旨としたため、掘 り上げることは控えたが、ピット群は、
掘立柱建物を形成する柱穴の一部と思われる。また、出土遺物では、古瓦や土師器・須恵器と
ともに上師質土器や陶器・磁器も出土し、現国分寺が創建された以降、現代まで、断続的に建
物等が存在していたことを伺わせる。

また、調査区西側に検出した木桶 2つ を擁する土坑は、近世もしくは近代の水桶か肥溜めか
とも思われるが、桶は朱塗りとなっていた形跡もあり、判然としない。

調査後、遺構の保護のため、保護砂を 20 cmの 厚さで敷き詰め、掘つた土を埋め戻し、申請者
の設計変更の協力もいただき、遺構の保護を図つた。

てし

「響響翠零日興畷躍域艤鸞驚警:l:::1:‡
呟o

厖

囃

緻
７
一穐
一一』

遺構検出状況 (北から)
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史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群)調査地点位置図 (1)

史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群)調査地点位置図 (2)
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遺構配置図
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Ⅱ 橙灰色砂質土層
遺物包含層】
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No 種類 器種 口径 器 高 底径 残存 胎土 焼 外面色調 内面色調 成形 。形態 外面調整 内面調整 備考

須
恵

器
不 1.9 10。 1

底部
1/2

自色粗砂粒

を僅かに含

む 良

好

5G5/1
緑灰

5BG6/1
青灰

杯部の底部が

低く垂れ、付

高台が浮いて

いる。

底部回転糸

切りの後、

外周のみ箆

調整 高台部

横位の撫で

軌輯による

撫で

02
須

恵

器
不

，
“ 9.5

底部
1/3

高台部
1/4

白色細砂粒

をごく僅か

に含む
良

好

5RP6/1
紫灰

5RP5/1
紫灰

付高台の底

部。
底部箆調整

高台部横位
の撫で

横位の撫で

03
須

恵

器
杯 1.4 9.4

底部
1/8

高台部
1/4

白色粗砂粒

を少量含む 良

好

5PB3/1
暗青灰

5B5/1
青灰

付高台の底

部。

底部箆調整

高台部横位
の撫で

横位の撫で

04
土
師

器
甕 6。 1 6.5

胴部下

411/3
底部
1/2

白 0茶色粗
砂粒と石英

を少量含む
良

好

7.5YR
5/3にぶ
い褐

10YR
6/3におミ

い黄橙

平底から胴部

は緩やかに立

ち上がる。粘

土帯積上げ

胴部縦位の

箆削り
横位の撫で 内面に粘土

帯の積上げ

痕が残る。

05 瓦 平瓦 7.5 7
白色粒を含

む
良

好

5B5/1
青灰

5B5/1
青灰

縄 目 布 目

06 瓦 平瓦 8.2 4.9
白・灰色粒

を含む

良

好

5B5/1
青灰

10BG
5/1青灰

撫で 布 目

07 瓦 平瓦 5。 8

自 0茶色粗

砂粒を含む
良

好

10YR
7/4にぶ
い黄橙

7.5YR
7/6橙

撫で 布 目

08 瓦 平瓦 6.7 5 1.8

白 0茶色粒
を少量含む

良

好

7.5YR
8/4浅黄
橙

7.5YR
8/4滞毒彗

橙

布 目 撫で

09 瓦 平瓦 3.2 1,9
白色粒を僅

かに含む

良

好

5B5/1
青灰

5B5/1
青灰

縄 目 布 目

10
土師

質土

器

鉢 5。 1

口縁部
一部

白 0黒色細

砂粒を少量

含む 良

好

5YR5/8
明赤褐

5YR6/8
橙

緩やかに内弯

する体部。□

唇部は面取

り。体部中位

に孔を穿つ。

櫛歯状工具
による撫で

精緻な箆磨

き

口唇部吸

炭。

陶器 橋鉢 12.0

底部
1/2
白 0黒色粗
砂粒と石英
を多量に含
む

良

好

7.5YR
4/鍋

7.5YR
5/8明褐

平底に高台を

施し、体部は

内弯して立ち

上がる。

撫で 内外面に施

釉。

12 磁器 蓋 9.5 2.6

1/2 精良

良

好

5YR6/8
橙・白・

青

N8/0 灰
自

天丼部は高く

張り、かえり

の大きな裾部

に至る。

版型による

蓮華文

内外面に透

明な釉薬。

天丼部外面

は同心円状

に外周から

橙～青～橙

色に着色。

13 磁器 卸 3.6

一部 精良

良

好

N8/0 灰
白

N8/0 灰
白

千枚通し状

の工具を胎

土に刺し、

抜かずに返
して鋭い凹
凸を形成す
る。

14 銭貨
寛永
通費

直径

2.3

さ

０

厚

１
．

完存 良

好

史跡信濃国分寺跡(国分周辺遺跡群)出土遺物観察表
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遺構検出
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調

原

開

調

調

調

１

２

３

４

５

６

比蘭樹遺跡

査 地 上田市大字別所温泉
因 長野県営住宅団地建替

発 面 積 2,200ぷ

査 日 平成 12年 9月 13日
査 方 法 幅約 lmの トレンチを 4本入れる。
査担当者 小笠原 正

遺跡の位置と経過

比蘭樹遺跡は上田市郊外の別所温泉に位置する。『上田市の原始・古代文化』(1977年・上田

市教育委員会)に よると「縄文早期の繊維土器 。打製石斧・磨製石斧・石匙が出土している。
分布範囲は判然としない。」とある。本遺跡は平成 10年度に同じ県営住宅建替の第 1期工事で

試掘調査を行つている。今回は第 2期工事に先立って試掘調査を行い引き続き遺跡の有無を確

認したものである。

調査結果

団地建替予定地内にトレンチ 4本を入れ、遺構・遺物の確認を行つた。その結果、いずれの

トレンチにおいても遺構・遺物ともに全く確認できなかった。

土層柱状図

1撹乱層 (団地造成時の埋土)
2黄褐色土 (砂礫、拳大～人頭大の礫を含む)
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H10試掘 (第 1期工事分)

r-05・
~̈      1二

比蘭樹遺跡調査地点位置図
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地

因

積

日

法

者

査　獅査働製

調

原

開

調

調

調

１

２

３

４

５

６

史跡信濃国分寺跡(国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)

上田市大字国分字明神前 1845-1,1846-2,1847-2

住宅建築

200J
平成 12年 10月 2日 .10月 11日
開発区域全面の表土を除き、遺構を検出する。

中沢徳士

遺跡の環境と経過

史跡信濃国分寺跡は、奈良時代の信濃国分寺域と、周囲の現国分寺や国分神社、下堀神社を

包括する形で、55,CX10 rが 指定されている。

調査地は、尼寺寺域の西側に隣接し、昭和 46年の国鉄信越線(現 しなの鉄道)複線化に伴う発
掘調査で墨書土器を多量に出土した明神前遺跡(当時は、堂西遺跡と称していた。)の範囲にあ

る。今回、当地に個人住宅を建設する現状変更申請により、事前に発掘調査を実施することと

なった。

調査の結果

調査は、遺構の現状保存を目的とした。しかし、過去の調査で、遺構検出面が GL 90 cmと 深

く、地盤も軟弱であり、 トレンチだけでは遺構の実体の把握が困難と予想されたため、あえて
建築敷地の表土を全面にわたつて除き、遺構検出面を明らかにすることとした。

調査の結果、地表面から 90.lCXl cmの 、砂礫土層の上に住居址や土坑、ビットなどの遺構が

確認された。検出された遺構は、現状保存を旨としたため、掘 り上げることは控えたが、その

形態から古墳時代後期から平安時代にかけてのものと思われる。また、調査区南東隅に土間状

の一段高い堅緻な面と、2箇所の焼土と灰の混じつた遺構が検出されたが、おそらく近世もし
くは近代の民家における「カッテ」の竃(へつつい)の跡と思われる。

出土遺物では、墨書土器が 7点 出土したほか、古瓦や土師器・須恵器・灰釉陶器が出土し
た。墨書土器は、確認できるものは図示したが、このうち、判読できるのは、遺物番号 23「北」、

24「 中」、25「宍」、27「□□舟□」、28「イ中」で、26については、「完」「宍」「閲」のいずれか
と思われる。

この遺跡は、信濃国分寺の創建前古墳時代と、廃絶直後の平安時代中期以降に形成された集

落址の一部と思われる。調査後、遺構の保護のため、保護砂を 20 cmの 厚さで敷き詰め、掘つた

土を埋め戻し、申請者の設計変更の協力もいただき、遺構の保護を図つた。

遺構検出状況 (東から)
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下堀公民館
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史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)調査地点位置図
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甲境界杭

図境界杭

遺構配置図 F

0         20m
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史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)出土遺物実測図 (1)
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史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)出土遺物実測図 9)
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５‐ 53

0                     1 0cm

史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)出土遺物実測図 (3)
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史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)出土遺物実測図 (4)
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史跡信濃国分寺跡 (国分寺周辺遺跡群・明神前遺跡)出土遺物実測図 (5)
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染屋台条里水田跡遺跡 (2)

1 調 査 地  上田市大字古里 17313
2 原   因  共同住宅建設
3 開 発 面 積  513ポ
4 調 査 日  平成 12年 11月 27日
5 調 査 方 法  開発区域にバックホーによリトレンチを入れ、遺構の存否を確認する。
6 調査担当者  中沢徳士

遺跡の環境と経過

染屋台は、上田市の北東部に広がる台地である。北は虚空蔵山と横山丘陵、東を神川に臨み、

西は段丘崖により市街地と隔て、逆三角形を呈し、面積 5.76 haを有する。

この台地状に広がる条里水田跡遺跡が、どの時代まで遡れるものか、現段階では結論が出て

いない。善光寺平等に見られる埋没条里や水田址が地下遺構として確認されていないためであ

る。これは、土砂の被覆が少なく、災害も少ない上田盆地の特性である。

また、条里水田跡として一括括られた範囲には、小規模な集落址等も従前の調査で確認され

ているが、そうした集落址の範囲等については、未だ明確になっていない。

今回、申請地に共同住宅を建築するという開発申請が提出されたことに伴い、試掘調査を実

施し、遺跡の有無の確認を行うこととした。

調査の結果

調査は、申請地に 2本の トレンチを十字に設定し、バックホーにより掘削し、土層断面等に
よつて遺跡の有無を確認した。

調査地は、染屋台地を北東から南西に斜行する旧河川によって形成された微段丘上に位置し、

集落址の存在も想定されたが、調査の結果、申請地に埋没条里や集落址、遺物等は全 く確認さ

れず、遺跡が存在しないことが明らかとなった。

層序は、 I層が砂礫の埋め土、 H層が灰黄色の強粘土、Ⅲ層が青灰色の強米占土で、鉄分が溶
脱・沈殿している。Ⅳ層は地山で、染屋台地特有の明黄橙色の強粘土に砂が混じつた堅く締ま

りの良い上である。
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染屋台条理水田遺跡 9)調査地点位置図
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染屋台条里水田跡遺跡 (3)

査 地  上田市大字古里 1908-4
因  共同住宅建設

発 面 積  1,350ポ
査 日  平成 12年 12月 4日
査 方 法  開発区域にバックホーによリトレンチを入れ、遺構の存否を確認する。
査担当者  中沢徳士

遺跡の環境と経過

染屋台は、上田市の北東部に広がる台地である。北は虚空蔵山と横山丘陵、東を神川に臨み、

西は段丘崖により市街地と隔て、逆三角形を呈し、面積 5.76 haを有する。

この台地状に広がる条里水田跡遺跡が、どの時代まで遡れるものか、現段階では結論が出て

いない。善光寺平等に見られる埋没条里や水田址が地下遺構として確認されていないためであ

る。これは、土砂の被覆が少なく、災害も少ない上田盆地の特性である。

また、条里水田跡として一括括られた範囲には、小規模な集落址等も従前の調査で確認され

ているが、そうした集落址の範囲等については、未だ明確になっていない。

今回、申請地に共同住宅を建築するという開発申請が提出されたことに伴い、試綱調査を実

施し、遺跡の有無の確認を行うこととした。

調査の結果

調査は、申請地に 4本の トレンチを設定し、バツクホーにより掘削し、土層断面等によつて

遺跡の有無を確認した。層序は、 I層が褐灰色の耕作土、Ⅱ層が褐灰色土に鉄分が溶脱・沈殿
した上、Ⅲ層が暗褐色の弱粘質土、Ⅳ層が橙褐色の砂を含んだ弱粘質土、V層が染屋台地の「白

ねば」といわれる明黄灰色の強粘質土である。

調査の結果、申請地に埋没条里や集落址、遺物等は仝 く確認されず、遺跡が存在しないこと

が明らかとなった。

ＧＬ
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調査地全景 (南東から)
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木の下遺跡

上田市大字御所字稗田

共同住宅建設

1,319ポ

平成 13年 3月 13日
バックホーにより5ヵ所で深掘 りを行う。
小笠原 正

遺跡の位置と経過

木の下遺跡は大字御所の御所公会堂周辺に広がる遺跡である。本遺跡では発掘調査が行われ

たことはないが、弥生時代から平安時代にかけての遺物が確認されている。

平成 13年 2月 に事業主から共同住宅建設を行うとの連絡があつたため、試掘調査を実施した。

調査結果

住宅建設予定地内に 5ヵ所の深掘 りを行い土層の観察および遺構 。遺物の有無を調査した。
その結果、試掘調査区域内は以前の開発行為で土砂の除去が行われていたため、旧状を全く留
めていないことが判明した。

土層柱状図

Ocm

l角礫を含んだ黄褐色砂礫 (客土層 )
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木の下遺跡調査地点位置図
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竹の裏遺跡

査 地 上田市大字山田 288-2
因 耕作地整備

発 面積 ―

認 日 平成 12年 8月 15日
認 者 久保田敦子、中沢徳士

遺跡の位置と経過

竹の裏遺跡は、大字山田の山田池の南方にのびる舌状台地の上にあり、磨製石斧や須恵器が

出土することで知られている。

今回、山田自治会長経由で事務局に、所有者が耕作で深耕したところ、遺物らしい物が発見
された、という通報があつた。事務局で確認したところ、法筐印塔の身部が三方を石で囲まれ
るように出土しており、何らかの信仰関連遺構と思われた。

出土した法筐印塔身部は、L190× W187× H148 mmで、4面に梵字が穿たれ、2面には、紀年銘
と享年が刻んであり、供養塔として制作されたものと考えられた。しかし、他の部位は発見さ
れず、この塔身部だけが据え置かれるように出土している。

穿たれた梵字は、4面とも釈迦如来をあらわす「アク」で、紀年銘及び銘文は、「□安元年」
「四月廿六日」「□年七十七」とある。干支等の銘はなく、時代の特定は困難である。
当面、遺構や遺跡が破壊される懸念もなかったため、とりあえず写真と簡単な実測、拓本を
とり、慎重に現状に復し、保存することとした。

竹の裏遺跡調査地点位置図

-48-



法筐印塔塔身部正面

裏面「□年七十七」 正面左 「四月廿六日」 正面右 「□月元年」
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ふりがな

所収遺跡名

コード 試掘・事業

区域面積 (ぷ )
調 査 原 因

市町村 遺跡番号

ときいりいせきぐん

常入遺跡群

20203

57 962 共同住宅建設

そめやだいしようりすいてんあといせき

染屋台条里水田跡遺跡 52 2,900 共同住宅建設

こくぶんじしゅうへんいせきぐん

国分寺周辺遺跡群 56 1,700 ふれあい・(仮称)国分新駅
駅前広場整備事業

しせきしなのこくぶんじあと

史跡信濃国分寺跡 54 60 八日堂境内

比蘭樹遺跡 302 2,200 長野県営住宅建替

しせきしなのこくぶんじあと

史跡信濃国分寺跡 56 200 個人住宅建設

そめやたいしようりすいてんあといせき

染屋台条里水田跡遺跡 52 513 共同住宅建設

そめやたいしようりすいでんあといせき

染屋台条里水田跡遺跡 52 1,350 共同住宅建設

きのしたいせき

木の下遺跡 98 1,319 共同住宅建設

たけのうらいせき

竹の裏遺跡 276 耕作地整備
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